
Uvinul 5050 H
高機能の高分子ヒンダードアミン系光安定剤（HALS）
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特徴

 NH型の高分子量HALSです。

 中性pKa(7.0)

 酸性物質との低反応性

 優れた色相安定性

 化学構造中に長い脂肪族鎖

 低極性

 非常に優れたポリオレフィン樹脂への相溶性

 低水引性（Low water-carry-over）

 ヒートシール性に悪影響を及ぼさない

 安全性が高く、FDA、EFSA、JP-PL認可されており、食

品接触用途への使用も可能

耐酸性

Uvinul 5050 Hは、NH型のHALSでありながら中性であるた

め、酸性物質との相互作用が低くなります。ステアリン酸との

反応性を比較したところ、Uvinul 5050 Hではステアリン酸と反

応による白濁（アンモニウム塩）白濁が見られません。

HALS 1 (低分子） HALS 2 (高分子） Uvinul 5050H

図 HALSのステアリン酸との反応性

酸性物質との相互作用が小さいことから、Uvinul 5050 H

は、様々な添加剤の組合せ（例：イオウ系酸化防止剤）や、

従来、適用が難しかった樹脂（例：PVC、ポリエステル樹脂、

ポリカーボネート樹脂アロイ）への適用が期待されます。

色相安定性

HALSの塩基性は、フェノール系酸化防止剤の変色を促

進する場合があります。特に、NOｘガス雰囲気下では、

HALSとフェノール系酸化防止剤との相互作用により顕著な

変色を呈する場合があります。Uvinul 5050 Hは、NH型であ

りながら中性であるため、 NOｘガス雰囲気下でも色相安定

性に優れます。

相溶性・表面状態への影響

Uvinul 5050 Hは、ポリオレフィンなどのような極性の低

い樹脂との相溶性に優れます。そのため、添加剤のブリー

ドアウトの問題が発生し難く、良好なヒートシール特性を与

えます。Uvinul 5050Hは、ポリオレフィン樹脂の表面極性に

影響を及ぼさないため、水冷のプロセスで製造されるPP

テープや人工芝などの生産性、品質の向上に貢献します。

顔料・フィラー・加工助剤との相互作用

Uvinul 5050 Hは、顔料、フィラー、加工助剤の分散性に

悪影響を及ぼしません。

Uvinul 5050 Hの化学構造
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HALS無添加 Uvinul 5050 H HALS 2 HALS 3

HALS 0.25%, TiO2 1.0%,

Paliotol Yellow K 1841 0.1%

図 HALSの顔料との相互作用 （色相の変化）

用途

Uvinul 5050 Hは、PP、PE、ABS、ASA,、PVC、ポリエ

ステル樹脂、POM、などの様々な樹脂での使用が

可能です。
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